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携帯電話やスマートフォンは、子どもたちへの連絡がすぐに出来たり、いろんな情報が
その場で見聞きできる便利なものです。一方、その使い方によっては、子どもたち自身に
害を与えたり、苦しめたりするものとなってしまいます。
本当に携帯電話やスマートフォンが必要なのか、マナーを守って使えるのかを家族で話

し合い、持たせることを選ぶ場合には、最低限の危険を回避できる方法として、是非とも
フィルタリングを利用するようにお願いします。

スマートフォンのフィルタリング

その１～自分自身・保護者自身がフィルタリングを導入（インストール）して設定する
必要があります。

その２～パソコンと同じ回線でインターネットに接続できます。
スマートフォンのインターネット接続方法は、携帯電話と同じ方法（携帯電話
専用回線）だけでなく、パソコンと同じ方法（Wi-Fi回線など）でも接続できる
ため、どちらの場合でも機能するフィルタリングが必要です。

※ 具体的な設定方法やフィルタリングの種類は、販売店で尋ねるか、携帯電話事業者の
ホームページを参照してください。

おうちで話し合いを・・・
①携帯電話、スマートフォンが本当に必要なのかを考えましょう。
メリットだけでなくデメリットも考える。不安があるうちは持たせない。

②具体的な家族のルールを作りましょう。
１ヶ月の利用料金を決める、食事中は使用しない、夜は自室に持ち込まない、守れな
ければ利用を停止するetc・・。

③インターネットの危険性を理解させましょう。
利用環境・状況に応じて、フィルタリングを積極的に導入する。

④ネチケットをしっかり教えましょう。
ネットワーク上のエチケット（＝ネチケット）も社会のエチケット（＝常識）と同じ。

⑤契約時は、保護者が立ち会いましょう。
必要な機能や不必要な機能を考える。料金プランを考える。

⑥料金明細を確認しましょう。
自動引き落とし任せにしない。パケット料金等で利用状況を確認する。

⑦子どもの様子に注意しましょう。
服装や持ち物に注意する。交友関係・言動・表情に注意する。


